
 
報道関係者と民博との懇談会 話題一覧 

2026 年 5 月 21 日(木)15:30～17:00  懇談会 
 

１． 挨拶 
 

２． ニュースリリース 
●みんぱくの最新情報と今後３カ月の行事をご案内いたします。 
 

３． 最新の研究紹介 
 
みんぱく特別研究「ポスト国民国家時代における民族」シリーズ 2 

『展示する／される民族――脱植民地化を超えて』 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

４． 最新の研究紹介 

「NIHU Studies in the Humanities」シリーズ Vol.2 
“Establishing Spatiotemporal Linguistics: Toward an Interdisciplinary 
Approach to the History of Language and of Human Movement” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 関 雄二 (館長) ― 

 

 

 
― 山中 由里子 (議長) ― 

 

 

 

― 末森 薫（人類基礎理論研究部 准教授）― 

博物館は、いかにして「他者」を展示し、対話の場となり得る

のか。さまざまな民族展示の事例を通して、展示する側とされる

側の境界を問い直し、脱植民地化を超えた、来たる時代の博物館

の課題、可能性を探ります。 

本書は、時空間言語学と呼ばれる新たな研究分野を確立するため

の出発点として編纂されました。3 部構成で、伝統的な歴史地理言

語学、GIS や統計学による計量言語学、続いて事例研究としてフィ

ジーの言語に関する言語データの収集からこの学際的分野の実現に

至るまでを扱います。国内外の関連分野の研究者、またこれから言

語学との協働を検討されている方々にも広く読まれるものと期待さ

れています。 

 

 

― 菊澤 律子 （人類基礎理論研究部 教授） ― 

 
 

https://www.minpaku.ac.jp/post-goods/70792
https://brill.com/display/title/74669


 

５． 最新の研究紹介 
 

インド・ナガランド州立博物館と創る、写真で旅する企画展 
『Time Travel To Nagaland 1979』（インド・コヒマ） 

 

 

 

 

６． 最新の研究紹介 

『グローバル地域研究を知るための 50章』 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
※その他の配布資料 外国人研究員受入一覧（資料 5）、刊行物報告書（資料 6） 

 
 

 

 

― 岡田 恵美 （人類基礎理論研究部 准教授） ― 

 
 

― 三尾 稔 （グローバル現象研究部 教授） ― 

 
 

現代はグローバルな人・モノ・価値・情報の流動が加速し、従来の国

民国家やそれを単位とする世界に様々な亀裂が生じています。既存の

地域・国家の枠組みを越えて、長期的な人やモノの連関に基づいた圏域

という視角を鮮烈に打ち出した「グローバル地域研究」から新しい世界

の見方がわかります。 

インド・ミャンマー国境周辺の山岳民族文化を対象とするフォー

ラム型研究プロジェクトでは、写真家・森田勇造氏が 1979 年にイン

ド北東部ナガランド州で撮影した、山岳民族ナガの暮らしを記録し

た約 4,000 点の写真をデータベース化し、被写体集落での調査や上

映会を行ってきました。 

今年 9月、現地博物館にて写真展を開催します。 

https://www.minpaku.ac.jp/post-goods/69634

